
28古紙パルプ配合率70%の再生紙と、植物性大豆油インキを
使用し、環境に優しい水なし印刷方式を採用しています。

市の木「ブナ」 市の花「ヤマブキ」 市の鳥「ウグイス」

固定資産税（２期）
国民健康保険税（１期）の納期です

7月は

洋一さん、綾さんご夫
妻の長女、二女、三女（

福岡深谷）

パパからひとこと
元気に明るく育ってね。

ママからひとこと
いつまでも

仲良し姉妹でいてね。

H19.7

志村　舞ちゃん・美紅ちゃん・萌ちゃん
※わが家のアイドルを募集中！
　詳しくは総務課広報広聴係
　（022-1331）へ
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「夜間収納総合窓口」開設のお知らせ（市で取り扱うすべての税金・料金の納入）
　仕事などでお忙しい方、ぜひご利用ください。
●日時　７月25日（水）･７月26日（木）、17:30～19:30（市税は17:30～20:00）
●場所　市庁舎１階　収納管理室ほか

市村　敦哉さん
（福岡小・３年）

きょうりゅう

●ＤＶ・セクハラ相談
毎週月･水･金　9:00～17:00
男女共同参画相談支援センター（ふれあいプラザ内）
※電話相談も実施しています。　☎22-6035

●家庭児童相談
毎週月～金　8:30～16:00
総合福祉センター　☎22-1400

●青少年相談
毎週月･火･木･金　8:30～16:30
市庁舎４階　青少年相談センター　☎22-1342（内線445）

●消費生活相談
毎週月･水･金　9:00～16:00
消費生活相談室（いきいきプラザ内）　☎22-0783

●いじめ相談（アイライン）
Eメール　i-line@city.shiroishi.miyagi.jp　【24時間受け付け】
※電話相談も実施しています。（毎週月～金　8:30～16:30）
いじめ問題等対策室（教育委員会内）　☎22-1350

「しろいし安心メール」の登録方法
「shiro-i@posh.jp」あてに空メールを送信して、案内に従ってご登録ください。
二次元バーコード対応携帯電話をお持ちの方は、下のバーコードをご利用ください。

第49回全日本こけしコンクールで
内閣総理大臣賞を受賞

加賀沼　昌行さん
　わがまちを代表する春の風
物詩として市民から親しまれ、
今年で49回目を迎えた全日
本こけしコンクール。全国のこ
けし工人が精魂を込めて作っ

た力作が集うこの作品展で、市内在住のこけし工人・加賀沼昌行さんが制
作した３本組の作品「春の風にのって」が最高賞の内閣総理大臣賞を受賞
しました。市内では平成11年の新山左京さん以来の受賞であり、組作品
としては歴代初の受賞となります。57年の永きにわたりこけしの制作に取
り組み、現在も次々と新しい作品を生み出している加賀沼さんに、今回の
受賞に対する思いなどを伺いました。
●受賞おめでとうございます。今のお気持ちをお聞かせください。
　ありがとうございます。例年ですとコンクールのために20作品ほどを制
作した上で出品するのですが、今年は１点だけの制作でしたので、まさか
最高賞を受賞するとは思っていませんでした。こけし工人としてこれほどう
れしいことはありません。喜びと共に、受賞したという責任の重さも感じて
います。今後もより良い作品作りに向けて頑張りたいと思います。

●受賞に当たり、さまざまな思い出が頭を
よぎったと思いますが？
　15歳で清原剛雄さんのもとに弟子入り
してから、必死に技を覚えようと頑張って
いた修業時代の思い出が頭をよぎりまし
た。祖母の作った弁当を持って毎日作業場
に通いながら、寒い冬でも毎日欠かさず
行った水くみ作業や、深夜までかかった第
１回こけしコンクールの準備作業など、今
はどれもが懐かしい思い出です。厳しい指

導でしたが、あの苦しい時期があったからこそ、今回の受賞があるのだと
思います。
●こけしづくりに当たって、普段どのようなこと心掛けていますか？
　私は師から原木の管理こそ何よりも大事だと教えられました。独立して
からも原木の良さを生かした作品を作ってきましたし、今回の受賞作品も
原木の吟味にはとても苦労しました。私は木のぬくもりが好きで、作品に
使用する色も草木染を用いて、自然の色合いを出すように工夫していま
す。また、作品のデザインや模様についても、毎日目にするものから新しい
発見がありますので、こまめにメモしては作品に取り入れるよう心掛けて
います。木を通して自分の伝えたいことを自由に表現することは、とても楽
しい作業です。
●市民の皆さんへのメッセージをどうぞ！
　私はこれまで、たくさんの方に支えられてき
ました。今回の受賞も皆さんの支えがあったか
らこそできたことだと思いますし、心から感謝
したいと思います。
　また、来年こけしコンクールは50回の節目
を迎えます。これを契機にもっと白石がにぎわ
うよう、地元の工人として応援していきたいと
思います。これからも良い作品ができるよう頑
張りますので、温かく見守っていただければと
思います。
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▲受賞作品「春の風にのって」。
原木を生かした自然な作風
が高く評価されました。

▲自宅の隣にある作業場でこけし
づくりに励む加賀沼さん

▲受賞作品と一緒に。後ろの棚にはこれまでの作品がぎっしり
と並びます。

たか   お


